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三
度
当
選
石
原
町
長

町
議
に
細
田
文
雄
氏

が
決
ま
る

任
期
事
J
K
と
も
な

F

つ
町
長
選
挙

及
び
町
会
議
員
補
欠
選
挙
は
五
月
八

日
締
切
ら
れ
、
町
長
に
三
選
め
の
石

原
忠
則
氏
、
町
会
議
員
花
上
河
東
の

細
田
文
雄
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
五
月
十

四
日
無
投
票
当
選
と
左
り
、
翌
日
当

選
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

報公

去
る
五
月
十
四
日
施
行
の
町
長

選
挙
に
お
い
て
、
町
民
各
位
の
絶

大
左
る
C
支
持
に
よ
り
当
選

の
栄
を
戴
き
、
引
続
い

蕗

際

て
町
政
を
担
当
致
す
こ

齢
麟
賜
綴

と
に
左
り
ま
し
た
。

機
岨
闘
機

就
任
に
際
し
一
言
c

d

温.

あ
い
さ
つ
を
申
し
述
べ

還

さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

皆
様
の
変
ら
ぬ
と
支
持
に
よ
り
、

三
度
当
選
の
栄
や
得
さ
せ
て
戴
い

町

の
施
策
方
針
を
列
挙

和

一
、
生
活
基
盤
づ
く
り

ω道
路
の
整
備

川
中
央
高
速
自
動
車
道
、
県
道
バ

イ
パ
ス
の
建
設
促
進
と
適
正
価
格

の
買
収
実
現
及
び
設
計
協
議
事
項

の
完
全
実
施
。

H
W
地
域
開
発
と
生
活
道
路
の
交
通

緩
和
の
た
め
、
相
生
一
丁
目
飯
喰

線
、
古
府
中
環
状
浅
原
線
、
塩
部

町
開
困
層
線
、
西
条
清
水
新
居
線

西
条
新
田
西
条
線
の
建
設
促
進
。

付
医
大
取
付
道
の
昭
和
バ
イ
パ
ス

ま
で
の
延
長
第
二
期
工
事
の
早
期

実
現
。

件
右
幹
線
道
路
の
促
進
と
と
も
に

生
活
道
路
の
改
良
轄
荷
。

日百

〈
町
長

v

ω河
川
の
改
修

的
一
級
河
川
の
鎌
田
川
、
常
永
川
、

四
分
川
の
改
修
促
進
。

例
都
市
下
水
路
と
し
て
道
川
改
修

工
事
の
完
成
と
清
川
の
改
修
推
進
。

付
二
瀬
川
、
四
分
川
を
始
め
、
中

小
河
川
の
地
方
病
溝
き
ょ
に
よ
る

改
良
工
事
の
完
成
。

ω都
市
計
画
事
業
の
推
進
。

ω都
市
公
園
、
緑
地
、
広
場
造
成

の
推
進
。

同
》
巾
永
住
宅
団
地
の
完
成
と
、
民

間
投
資
に
よ
る
住
宅
建
設
の
促
進
。

竹
工
業
団
地
へ
の
優
良
企
業
の
立

地
促
進
。

ω市
街
化
区
域
拡
大
の
推
進
。

た
か
ら
に
は
、
初
当
選
の
日
の
感
激

を
忘
れ
る
こ
と
左
く
初
心
に
帰
り
、

私
の
持
て
る
す
べ
て
の
力
を

就

任

の

傾
け
、
情
熱
を
注
い
で
、

町
民
福
祉
の
増
進
に
最
大
の
努
力
を

致
玄
見
悟
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
皆

様
へ
の

C
期
待
に
答
え
る
ζ

と
で
あ

ω地
籍
調
査
の
実
施
。

的
不
明
確
な
従
来
の
分
間
図
を
、

新
式
測
量
K
よ
る
正
確
な
現
況
図

に
改
め
る
。

二
、
環
境
衛
生
と
公
害
防
止
の
普
及

刊
し
尿
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
の
処
理
場

に
引
続
、
ゴ
ミ
、
不
燃
物
の
処
理

場
も
完
成
し
、

一
連
の
環
境
衛
生

胞
設
の
本
格
的
操
業
ゃ
契
期
民
正

し
い
利
用
法
と
地
域
の
清
掃
を
徹

底
し
、
美
し
い
道
路
、
清
い
河
川

清
潔
在
地
域
を
取
り
戻
す
コ

同
騒
音
、
水
質
汚
濁
、
悪
臭
、
振

動
、
産
業
廃
棄
物
な
ど
の

一
般
公

害
に
加
え
、
家
畜
ふ
ん
尿
、
農
薬

残
留
、
廃
プ
ラ
な
ど
農
業
公
害
防

止
の
善
及
徹
底
を
凶
り
、
住
み
良

い
環
境
，
つ
く
り
を
期
す
る
。

付
釜
無
川
流
域
下
水
道
の
調
査
費

計
上
を
貼
花
、
一
層
の
起
設
促
進

を
凶
る
。

¥

=
一
、
教
育
文
化
の
鍍
興
と

体
育
の
振
興

り、

C
支
援
に
対
す
る
お
礼
で
も
あ

る
と
存
じ
ま
す
。

選
挙
中
、
遊
説
致
し
て
ま
い
り
ま

あ

し、

支」

つ

石

忠

長

町

原

民U

し
た
施
策
を
、
改
め
て
申
し
述
べ
、

皆
様
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ω教
育
と
体
育
の
握
興

川
義
務
教
育
胞
設
の
充
実
叶

制
幼
稚
園
の
建
設
と
子
供
遊
園
地
~

の
都
世
明
。

け
生
涯
教
育
の
推
進
。

判
体
育
施
設
の
轄
備
と
国
体
か
目

指
し
て
の
体
育
の
振
興
。

※
「
今
日
の
町
つ
く
り
は
道
路
、
明

日
の
山

F

つ
く
り
は
教
育
」

K
あ
り
、

「
健
全
な
る
精
神
は
、
健
全
在
る
身

体
花
町
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

教
育
と
身
体
づ
く
り
は
重
要
で
あ
る
。

乙
の
振
興
に
最
大
の
努
力
を
す
る
。

ω文
化
の
興
隆

刊
文
化
の
振
興
と
文
化
財
の
指
定

に
よ
る
保
仔
に
努
め
、
文
化
の
香

り
高
い
町
♂
つ
く
り
を
左
す
。

圏
、
社
会
福
祉
の
充
実

ω福
祉
法
人
昭
和
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
発
足
に
よ
り
、
住
民
福
祉

活
動
と
併
行
し
て
、
福
祉
の
推
進

充
実
を
凶
る
。

円
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用
と

老
人
福
祉
の
増
進
。

付
母
子
福
祉
-
児
童
福
祉
の
推
進
。

付
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
の
建
設
促

進。
玉
、
都
市
化
に
調
和
し
た
産
業
の

復
興

ω農
業
の
振
興

仙
川
市
場
や
住
民
の
需
要
に
答
え
る

農
業
の
推
進
。

制
専
業
農
家
、
意
欲
農
家
へ
の
重

点
助
成
。

付
農
協
と
協
力
し
て
の
農
地
管
理
。

ω工
業
の
振
興

ω国
母
、
釜
無
両
工
業
団
地
花
、

優
良
企
業
を
立
地
さ
す
こ
と
に
よ

り
、
関
連
牟
木
、
下
惹
五
社
の
誘

発
を
凶
り
、
工
業
圏
を
確
立
し
て

振
興
す
る
。
(
乙
れ
が
た
め
に
も

中
央
高
速
道
の
建
設
促
進
が
必
要

で
あ
る
)

ω商
業
の
振
興

川
工
業
団
地
、
昭
和
イ
ン
タ
ー
を

始
め
、
都
市
計
画
事
業
の
推
進
に

よ
り
消
費
、
物
流
の
増
大
を
図
り

商
業
圏
を
拡
大
す
る
。

制
商
工
会
の
育
成
を
と
お
し
、
高

屈
の
体
質
改
善
、
商
居
街
の
形
成

整
備
に
よ
り
魅
力
あ
る
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
形
成
す
る
。

的
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
伺
蓬
。

以
上
「
豊
か
な
明
る
い
住
為
よ
い

町
づ
く
り
」
の
た
め
の
基
礎
と
な
る

べ
き
社
会
資
本
の
投
資
と
身
心
の
作

興
の
た
め
に
、
最
大
の
努
力
を
傾
注

し
て
ま
い
る
所
在
で
あ
り
ま
す
。

ノ

C
協
力
を
お
願
い
し
て
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。



昭

和

町

社

会

福

祉

協

議

会

報公町和日百(3) 

(

社

会

福

祉

法

人

、』ノ

六

月

一

日

か

ら

ス

タ

ー

ト

専

門

委

員

に

小

宮

山

正

富

氏

小宮山正富氏

し
、
各
種
の
福
祉
は
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
ま
だ

ま
だ
完
全
な
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

特
に
本
町
の
場
合
、
人
口
増
加
に

と
も
な
い
、
母
子
家
庭
、
老
人
家
庭
、

ま
た
は
低
所
得
者
の
家
庭
、
身
体
障

害
者
な
ど
相
当
数
忙
の
ぼ
っ
て
い
ま

す。
こ
の
よ
う
な
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た着々と進む押中プール建設

ち
の
福
祉
の
充
実
向
上
を
凶
る
た
め
、

こ
の
ほ
ど
社
会
福
祉
法
人
、
昭
和
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
専
門
委
員
に
紙
漉
阿
原
の
小
宮

山
正
富
氏
が
委
嘱
さ
れ
、
中
央
公
民

館
相
談
室
民
事
務
所
を
設
け
、
六
月

一
日
よ
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
.

福
祉
の
ゆ
き
と
ど
い
た
明
る
い
町

づ
く
り
を
目
指
し
、
町
福
祉
行
政
と

連
携
し
て
今
後
活
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

ど
九
な
こ
と
で
も
相
談
く
だ
さ
い
.

+
E宇
t
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E
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B
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近
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す
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昭
和
イ
ン
タ
ー
の
工
事
は
、
周
辺

の
農
業
用
水
確
保
と
も
関
連
し
て
イ

ノ
タ
l
周
辺
の
用
水
路
を
最
優
先
し

て
着
手
し
、
今
年
の
農
業
用
水
は
す

で
に
確
保
し
て
い
ま
す
.

ま
た
一
方
で
は
、
イ
ン
タ
ー
へ
出

入
す
る
自
動
車
が
す
床
交
差
す
る
場

所
の
橋
脚
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
が
、
ま
だ
一
部
の
用
地
買
収
が

終
ら
左
い
部
分
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

用
地
買
収
が
終
り
次
第
イ
ン
タ
ー
周

閤
の
水
路
及
び
側
道
の
工
事
が
本
格

的
花
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

各
種
の
委
員
が
決
ま
る

農
業
委
員
十
一
名
決
定

会
長
に
小
池
徳
次
氏

任
期
満
了
に
と
も
な
う
昭
和
町
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
白
月
二
十

二
日
の
選
挙
日
K
な
い
て
無
投
票
当

選
と
な
り
、
次
の
方
々
(
十
一
名
)

が
当
選
い
た
し
ま
し
た
U

(

敬
称
略
)

。
は
会
一
長
、

O
は
副
会
長

今

福

俊

彦

清

水

新

居

現

。

小

池

徳

次

紙

漉

阿

原

現

鷹

野

平

泰

河

東

中

島

新

坂

田

秀

則

白

条

新

田

現

五

味

美

治

河

西

現

堀

内

仁

飯

喰

新

O
河

田

桂

築

地

新

居

現

塩

沢

盛

夫

西

条

二

区

新

伊

藤

優

上

向

東

新

清

水

義

孝

押

越

新

O
私
山

等

西

条

一
区
新

母
子
相
談
員
が
改
選

母
子
相
談
員
の
任
期
満
了
に
と
も

な
い
新
任
相
談
員
に
次
の
方
々
が
決

ま
り
ま
し
た
。
(
敬
廊
略
)

磯
部
紀
子
(
常
永
地
区
)
再

上
河
東
九

O
二
番
地

有
本
隅
子
(
西
条
二
区
)
新

白
条
四
五

O
番
地

田
中
た
つ
よ
(
押
原
地
区
)
新

紙
漉
阿
原
一
八
八
六
番
地

※
任
期
は
昭
和
五
十
三
年
四
月
一

日
か
ら
昭
和
五
十
五
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

生
活
改
善
推
進
負
決
ま
る

昭
和
五
十
三
年
度
の
昭
和
町
生
活

草
脅
推
進
員
に
、
次
の
方
々
が
山
梨

県
知
事
か
ら
委
嘱
を
う
け
ま
し
た
。

生
活
弦
書
推
進
員
は
、
現
在
の
生

活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
常
に
問

題
意
識
を
も
っ
て
、
地
域
の
情
報
や

生
活
改
善
上
の
話
題
を
収
集
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
生
活
弦
書
の
推

進
的
役
割
ら
果
し
て
い
き
ま
す

u

(
敬
称
略
)

小

林

好

江

押

越

二

=δ

武
田
か
ほ
る
上
河
東
三

0
0

保
坂
美
江
清
水
新
居
三

O
二

め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
社
会
経

済
情
勢
の
中
で
、
私
た
ち
を
と
り
ま

く
社
会
環
境
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
化

今

月

中

に

オ

ー

プ

ン

新

工

法

の

押

中

プ

ー

ル

五
月
二
十
二
日
か
ら
中
学
校
の
校
い
よ
い
よ
夏
も
本
格
的
、
乙
の
プ

庭
の
一
隅
に
プ
ー
ル
建
設
が
進
め
ら
l
ル
を
な
な
い
に
利
用
し
、
ま
っ
黒

れ
て
な
り
、
七
月
二
十
五
日
完
成
を
に
日
焼
け
し
た
健
康
な
子
ど
も
に
育

目
指
し
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
て
ま
し
ょ
う
.

行
わ
れ
て
い
ま
す
.

こ
の
プ
1

ル
は
、
縦
二
十
五

m
、

横
十
五
回
の
規
模
で

P
C
プ
ー
ル
と

呼
ほ
れ
、
特
殊
左
工
法
を
用
い
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
に
ピ
ア
ノ
線
を
し
き
つ

め
行
う
も
の
で
、
「
ひ
び
割
れ
し
左

い
、
水
も
れ
し
な
い
」
な
ど
の
多
数

の
利
点
を
も
ら
、
工
事
費
二
千
八
百

五
十
二
万
円
を
見
込
ん
で
台
り
ま
す
.

乙
の
工
法
を
用
い
た
プ

l
ル
は
、

県
内
で
も
数
少
な
く
、
訟
な
く
の
注

目
を

F

つ
け
て
い
ま
す
。

日炎ネ目政一
寸
J

J
J
4
1
 

相

談

員

堀
之
内
敏
男

昭
和
町
西
条
四
二
二
三

ム
開
設
日
毎
月
第
一
、
第
三
月
曜
日

時
間
午
後
一
時
J
午
後
三
時

場
所
中
央
公
民
館

ム
相
談
日
以
外
の
相
談
は
、
自
宅
で

も
申
し
受
け
て
い
ま
す
。

な
気
軽
花
、
な
出
掛
け
下
さ
い
。

相
談
料
は
無
料
で
す
。



(4) 報

あなたは年金獲得まで
恒何年必要ですか・・・・・

幸
せ
な
老
後
を
送
る

げ
ら
れ
ま
す

AV--j

• 最
後
の
チ

ス

ヤ

ン

七
月
一
日
か
ら
二
年
間
有
効

国
民
年
金
は
、
六

O
歳
ま
で
に
二
十
五
年
加
入
し
在
い
と
年
金
が
も
ら
え
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
長
い
間
加
入
の
手
続
を
し
な
い
人
、
加
入
し
て
い
て
も
長
い
間
保
険
料

を
納
め
忘
れ
て
い
る
人
、
将
来
年
金
が
も
ら
え
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
・
・
・

乙
九
な
人
た
ち
の
た
め
に
特
例
を
設
け
、
今
年
の
七
月
一
日
か
ら
五
十
五
年
六
月
三

十
日
ま
で
の
こ
年
比
聞
に
王
続
を
す
れ
ば
、
年
金
を
も
ら
え
る
最
後
の
チ
ナ
ノ
ス
が
設

け
ら
れ
ま
す
υ

乙
の
機
会
を
逃
さ
在
い
よ
う
、
す
ぐ
手
続
を
し
ま
し
ょ
う
。

公町和昭

六
O
歳
過
ぎ
て
も
納
め
ら
れ
ま
す

六
O
歳
過
ぎ
た
人
で
も
、
現
在
ほ

か
の
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
で
も

前
に
加
入
し
左
け
れ
ば
反
ら
在
い
期

間
の
保
険
料
が
未
納
K
r
a
ッ
て
い
れ

ば
、
そ
の
未
納
の
保
険
料
を
納
め
る

国
民
年
金
を
'
つ
け
る
た
め
に
は

原
則
と
し
て
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
保
険
料
の
免
除
を

P

つ
け
た

期
間
を
合
わ
せ
て
二
十
五
年
以
主

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
昭
和

五
年
四
月
一
日
以
前
忙
生
主
れ
た

人
は
、
必
要
左
期
闘
が
十
年
か
ら

二
十
四
年
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
K
在
、

っ
て
い
ま
す
。

あ
左
た
は
何
年
必
要
で
す
か
・
.

別
表
を
C
ら
ん
く
だ
さ
い
。

乙
と
が
で
き
ま
す
。
六
十
五
歳
以
上

の
人
は
、
未
納
の
保
険
料
を
納
め
て
、

年
金
を
う
け
ら
れ
る
期
間
が
で
き
る

と
、
そ
の
翌
月
か
ら
年
金
が
も
ら
え

ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

生年月日 老齢最年低金必|要特左例期老間歯鰐塗

明44年4月2日以降
明45年4月1日以前

ー・ー-------
4年1月

大 2年4月1日 11 5年 1月
3年4月1日 ρ 10年 6年1月
4年4月1日 11 7年1月
5年4月1日 11

6年4月1日 11 11年 ↑ 

7年4月1日 11 12年

早未自人産料高め
8年空142且月1白 H 

13年
9年 1日 11 14年

10年 1日 11 15年
11年4月1日グ 16年
12年4月1日 11 17年
13年4月1日グ 18年

罰自14年4月1日 11 19年
15年4月1日グ 20年

昭 2年4月1日 11 21il三

号て年
3年4月1日グ 22年
4年4月1日 11 23年
5年4月1日 11 24年

5年4月2日以後 25年

こ
ん
な
人
は
す
ぐ
手
続
を

O
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
方
で
、

他
の
年
金
(
厚
生
、
船
員
、
共
、済な

ど
)
に
加
入
の
な
い
方
。

O
加
入
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
保
険

料
の
未
納
期
聞
が
あ
る
人
。

O
制
在
加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
前

の
強
制
加
入
期
間
の
未
納
保
険
料
は
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
乙
と
が
で
き

ま
す
。

ωγ
め
K
手
続
を
。

O
特
氏
一
二
十
五
絞
を
す
ぎ
て
も
、
ど

の
年
金
に
も
加
入
し
て
い
在
い
と
、

加
入
期
聞
が
不
足
し
て
年
金
が
う
け

ら
れ
な
く
在
り
ま
す
υ

こ
ん
な
方
は

早
め
に
手
続
を
。

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す

こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う

こ
の
よ
う
K
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
ら
れ
る
特
例
は
、
今
度
で

最
後
で
す
。
将
米
大
き
な
年
金
が
う

け
ら
れ
る
よ
う
、
木
納
の
保
険
料
は

で
き
る
だ
け
多
く
納
め
、
乙
の
機
会

を
逃
さ
左
い
よ
う
K
・
---e-u

立
を
、
く
わ
し
い
乙
と
は
住
民
課

年
金
係
へ
な
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
は
正
し
い

維
持
管
理
を

浄
化
槽
の
普
及
は
私
た
ち
の
環
境

衛
生
の
向
上
に
大
き
く
役
立
っ
て
い

る
反
面
、
汚
染
の
も
と
と
な
っ
て
い

る
説
状
で
も
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
は
年
三
回
以
上
の
点
検
、

年
一
回
以
上
の
清
掃
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
置
す
る
と

き
は
役
場
保
健
係
に
設
置
屈
を
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
清
掃
、
使

用
万
法
を
き
ち
ん
と
守
り
、
環
境
美

化
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
町
内
指
定
清
掃
業
者

中
巨
摩
衛
生
社
直
田
富
二
一
五
七

昭
和
一
二
六
九
九

保
険
料
は
一
カ
月
、
四
千
円

乙

ω特
例
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
ら
れ
る
保
険
料
は
、
一
月
当
り
四

千
円
で
す
。
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
し
、
二
年
の
聞
に
分
け

丈
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。



報

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

本
年
六
月
一
日
現
在
忙
な
い
て
昨

年
と
同
じ
会
社
民
勤
務
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
六
月
J

七
月
C
ろ

勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
臼
し
か

し
、
給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
り
、

一
一
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て

い
る
た
め
に
確
定
申
告
を
し
た
人
で
、

勤
務
先
か
ら
還
付
し
き
れ
な
い
分
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
分
に
つ
い
て
は

次
に
説
明
す
る
グ
事
業
所
得
者
な
ど

の
場
合

H
H

と
同
じ
方
法
で
還
付
さ
れ

ま
す
。

本
人
六
千
円

扶
養
一
人
、
三
千
円

A
V

還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
・

公

還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
昭
和

五
十
二
年
分
の
所
得
税
を
納
め
た
人

で
す
。
た
だ
し
、
利
子
、
配
当
な
ど

の
源
泉
分
離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い

て
は
還
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

町和

av
還
付
方
法
と
そ
の
手
続
av

日百(5) 

く
わ
し
い
乙
と
は
、
税
務
署
へ
公

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

米
の
検
査
等
級
が
変
わ
り
ま
す

三
段
階
に
整
理
、
簡
素
化

圏
内
産
米
の
検
塞
守
級
区
分
は
、
す
。

昭
和
三
十
一
年
以
後
い

一
i
五
等
で
な
な
、
検
査
の
規
格
は
「
等
級
区

行

わ

れ

て

き

ま

し

た

。

分

」

と

同

じ

よ

う

に

、

新

規

格

の

三

今
回
の
改
正
妃
よ
っ
て
、
「
等
級
等
は
現
在
の
五
等
、
二
等
は
四
等
と

一区
分
」
は
尉
行
一

J
三
等
を
合
併
し
同
じ
に
な
り
ま
す
が
、
一
等
に
つ
い

て
新
一
等
K
、
現
行
四
等
は
新
二
等
て
は
規
在
の
三
等
と
同
じ
規
格
K
左

に
、
現
行
五
等
は
新
三
等
犯
な
り
ま
り
ま
す
。

ム
乙
の
検
査
規
格
は
五
十
三
年
産
米

か
ら
適
用
に
左
り
ま
す
。

日
あ
た
り
の
よ
い
街
ゃ
つ
く
り
を

す
す
め
る
た
め
に

六
月
一
日
か
ら
日
影
規
制
実
施

中
高
層
建
築
物
の
日
影
規
制
に
つ
つ
く
り
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
み
な

い
て
、
県
条
例
が
制
定
さ
れ
、
六
月
さ
ん
の
C
協
力
を
台
版
い
し
ま
す
。

一
日
よ
り
通
用
托
左
り
ま
し
た
。
問
合
せ
先

こ
れ
は
建
築
基
準
法
の
改
正
妃
よ
山
梨
県
建
築
住
宅
課
、
甲
府
土
木

っ
て
あ
ら
た
に
条
例
化
さ
れ
た
も
の
事
務
所
建
築
課
、
役
場
企
画
室
へ
。

で
、
日
あ
た
り
の
よ
い
住
み
よ
い
街

底蛮習ι影の齢出、w、(闘の点絹切範囲tとの
の時間似上Jl.語彰をなとしてはならない。
l?ZllZLJι務の部川、(闘の点線砂十側Kea縄
問以上の影をなとしてはならない O

今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
の
特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額

が
還
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

族
は
一
人
K
っ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和

五
十
二
年
分
の
所
得
税
額
の
方
が
少
な
い
と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な

り
ま
す
。

そ
乙
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

②
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し

て
納
税
し
た
人
は
、
す
で
に
税
務
署

か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
な
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
乙
れ
に
同
封
し
て
あ
る
還
付

請
求
書
用
紙
花
所
要
の
事
項
を
記
入

し
て
、
税
務
署
に
送
り
返
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、
税
務
署
か

ら
還
付
金
の
支
払
通
知
書
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
か
ら
、
乙
の
寺
町
仏
通
知
書

に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
取

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
の
人
の
場
合

今
年
忙
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退

職
し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し

た
人
な
ど
は
、
税
務
署
へ
還
付
請
求

を
し
で
く
だ
さ
い
。
乙
の
場
合
、
昭

和
五
十
二
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確

定
申
告
を
し
て
、
特
別
減
税
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

用途地域 担蛇オ呼面

(か明書13

規制される日影時間

規 制される開 |型車内臓親らの楠離)

吋必u15皿をはる範囲sllOmを乙える

1.5m 

4m  

2.5時間以上

2.5時間以上

踊開|霊;誌説
盟問醐|緊献 を 乙 I(コ

~ ... ~点割高さが 10 皿をこ
室空室官iえる醸鞠

(冬至日の何百8時から午後4時まて切関Kできる日影由利象)

4時間以上

4時間以上

(二)

4m  3時間以上5時記以上(二)



(6) 

最
近
の
子
供
は
、
体
格
の
割
り
に

体
力
の
低
下
が
目
立
ち
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
か

ら
と
び
下
り
た
だ
け
で
足
首
を
折
っ

た
り
、
畳
の
上
で
後
ろ
へ
手
を
つ
い

た
ら
鎖
骨
が
折
れ
た
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
左
事
故
が
起

乙
っ
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
体
力
が
十
分
で
な
く
、
と

目
だ
つ
子
供
の
体
力
低
下

く
に
背
筋
力
が
低
下
し
て
い
て
、
す

ぐ
転
ん
だ
り
、
と
っ
さ
の
身
の
こ
な

し
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

乙
こ
に
あ
げ
た
の
は
三
歳
か
ら
九

歳
ま
で
の
子
供
を
対
象
花
、
親
も
い

っ
し
ょ
に
で
き
る
体
力
づ
く
り
ゲ
ー

ム
で
す
。
み
な
さ
ん
も
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

報

親
子
。
て
体
力
‘
つ
く
り
ゲ

l
ム
を

公

④
大
人
の
つ
く
る
障
害
物
を
跳
ぴ
越

え
た
り
、
く
ぐ
ら
せ
た
り
す
る
運
動

②
大
人
が
自

Z広
く
聞
い
て
立
ち

ま
す
。
幼
児
は
三
メ
ー
ト
ル
前
後
の

所
か
ら
、
ボ
ー
ル
を
け
っ
て
、
大
人

の
両
足
の
闘
を
通
し
、
そ
の
ボ
l
ル

を
追
い
か
け
て
止
ま
る
前
に
つ
か
ま

え
る
中
埠
動

〈
七
歳
か
ら
九
歳
ま
で
〉

③
大
人
と
子
供
が
並
ん
で
立
ち
、
大

町手口昭

2 

4 

) 

献
血
の
輪
を
広
げ
よ
う

Jq
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
始
ま
る

'
p
¥
¥
七
月
一
日
か
ら
一
カ
か
け
る
人
が
多
い
う
え
、
暑
さ
で
献

ノ
少
¥
月
間
、
「
愛
の
血
液
助
血
者
が
減
っ
て
献
血
用
血
液
が
不
足

け
合
い
運
動
」
が
全
国
的
に
展
開
さ
す
る
た
め
に
、
み
在
さ
九
の
献
血
を

れ
ま
す
。
献
血
者
ほ
年
々
増
え
て
い
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

る
と
は
い
う
も
の
の
、
血
液
需
要
増
「
献
血
を
通
し
て
人
と
人
と
が
助

加
で
現
在
の
状
態
で
は
血
液
不
足
は
け
合
い
、
つ
な
が
り
合
う
」
と
い
う

白

花

見

え

て

い

ま

す

。

精

神

K
そ
っ
て
、
献
血
の
輪
を
さ
ら

特
花
、
夏
に
な
る
と
海
へ
山
へ
山
山
花
広
げ
ま
し
ょ
う
。

包
喜
玉
穂
村
一
丁
畑
地

?
慌
内
に
用
地
柔
め
、

寸
学
ゴ
ミ
処
理
場
建
設
と

境

吠

と

も
K
工

事

選

め

環
老
ら
れ
て
き
た
老
人
福

J

回
祉
セ
ノ
タ

i
が
、
五

な
μ
月
四
日
才
l
プ
/
致

適
第
し
ま
し
た
・

快

笛

吹

川

の

ほ

と

り

』

に

建

設

さ

れ

た

こ

の

建
物
、
ゆ
き
と
ど
い

た
設
計
と
快
、
過
な
環
境
で
連
日
多
く

の
利
川
右
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
町
老
人
大
学
も
、
五
月
十
六
、

十
七
日
の
両
日
二
班
K
わ
か
れ
て
、

第
二
十
四
回
目
を
当
地
で
開
講
致
し

ま
し
た

Q

石
原
町
長
か
ら
広
域
行
政
に
つ
い

て
の
説
明
、
特
に
や
コ
ミ
の
分
別
に
関

す
る
焼
却
と
耐
川
年
数
の
こ
ま
か
な

な
話
、
井
川
大
学
長
か
ら
「
自
然
と

生
活
に
つ
い
て
」
の
講
演
な
ど
が
行

わ
れ
、
熱
心
に
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
し
て
い
る
ゴ
ミ
処
理

セ
ノ
タ
ー
を
見
学
、
近
代
的
設
備
に

明
治
を
と
な
く
し
の
ん
で
い
わ
/
様
で

し
た

b

午
後
か
ら
は
の
び
の
び
と
、

大
き
な
部
屋
で
雑
談
に
話
を
咲
か
せ

る
人
、
風
呂
に
つ
か
る
人
な
ど
、
た

の
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

血
液
代
金
は

d
v

も
ど
り
ま
す
〆
ぶ
め

「
血
液
代
金
を
な
返
し

J

し
て
い
ま
す

」
と
い
う
次
の
玄
回
の

ポ
ス
タ
ー
を
、
病
院
な
ど
で
見
た
乙

と
が
あ
り
ま
す
か

l

「
血
液
・
セ
/
タ
ー
か
ら
供
給
さ
れ

る
血
液
は
、
結
果
的
に
す
べ
て
無
料

K
K
り
ま
す
。
輸
血
を
う
け
、
医
療

態
関
に
血
液
代
金
を
支
払
っ
た
す
べ

て
の
人
に
、
自
己
負
担
分

(
保
険
で

払
符
き
れ
な
い
金
額
)
を
な
返
し
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
申
請
用
紙
は
、

各
医
療
機
関
、
赤
十
字
血
液
セ
/
タ

ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
」

給
付
を
希
望
す
る
人
は
遠
慮
な
く

申
請
す
る
乙
と
で
す
。
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
病
院
の
会
計
窓
口
な
ど
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

整った設備で‘のんびりと……

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
案
内

※
由
自
寧
地
区
民
居
住
す
る
な
使
用
時
間
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

と
し
よ
り
の
万
で
あ
れ
ば
だ
れ
時
ま
で

で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。
使
用
料
一
人
百
円
(
六
十
歳
以
下

一
一
百
円
)

休
館
日
毎
週
月
曜
日
祝
日
の
翌

日
年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
九

日
か
ら
一
月
四
日
ま
で
)

申
し
込
み
使
用
す
る
日
の
三
日
前

ま
で
に
な
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
な
、
く
わ
し
く
は
中
巨
寧
地
区

広
域
事
務
組
合
事
務
局

(
E
O
五
五

一
一
七
/
三

i
五
六
六
五
)
へ
な
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。



広
が
儀
窓
議
ラ
レ
盗
殺
努
ア
の
ふ
雨
脚炉

J

…
棚
機
灘
畿
内
灘
鰍
鱗
綴

e

岬鵜紳袋織機

一議
運

奉
倭
活
動
、
み
議
伊
る

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
会

報公町和日百(カ

本
町
の
東
端
を
横
断
す

る
身
延
線
。
昭
和
三
年
五

t
・
月
一
干
七
日
花
、
本
県
と

冶
刈
-
静
岡
県
を
結
ぶ
唯
一
の
交

交
フ
通
網
と
し
て
全
線
開
通
し
、

身
祝
今
年
で
ち
ょ
う
ど
五
十
年

る
を
を
迎
え
ま
し
た
。

ナ

年

そ

れ

を

祝

う

記

念

式

典

献
周
が
、
身
延
線
沿
線
ぞ
い
に

エ貝

O

駅
を
も
っ
各
町
村
で
い
つ

に
5

せ
い
に
行
わ
れ
ま
し
た
.

展

本

町

で

も

国

母

駅

、

発

禁

駅

で

町

の

木

ヘ
ノ
で
あ
る
乙
女
椿
の
記

ト
今
時
植
樹
、
身
延
線
五

個
別
十
周
年
記
念
入
場
券

を
乗
降
者
に
無
料
配

布
な
ど
を
行
い
、
本

昭
和
町
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
会

員
(
会
長
内
田
稔
さ
ん
、
会
員
五
十

三
名
)
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
研

修
の
場
所
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て

い
る
中
央
公
民
館
を
、
毎
月
一
回
清

掃
し
、
少
し
で
も
み
な
さ
ん
花
明
る

い
雰
囲
気
の
中
で
、
利
用
し
て
欲
し

い
と
奉
仕
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

日
曜
日
早
朝
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

町
の
発
展
花
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
、

身
貼
線
の
開
通
五
十
周
年
を
祝
い
ま

し
た
。乙

乙
数
年
、
マ
イ
カ
ー
が
増
え
、

電
車
利
用
が
減
少
し
て
い
る
と
は
い

う
も
の
の
、
朝
夕
の
通
勤
時
に
は
多

く
の
利
用
が
あ
り
大
量
輸
送
の
足
と

な
っ
て
い
る
身
延
線
.
暖
く
い
つ
ま

で
も
見
守
り
つ
づ
け
、
お
お
い
に
利

用
し
て
、
近
代
的
弦
香
を
進
め
て
い

乙
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

身延線 50年史の入場券を
無料配布

一国母駅にてー

九
の
会
員
さ
ん
は
、
タ
才
ル
花
洗
剤

を
持
参
し
、

毎
屈
場
所
を
か
え
て
は

清
掃
さ
れ
て
お
り
ま
す

今
日
は
、

二
階
の
窓
か
ら
窓
へ
と
真
剣
K
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
た
び
K
参
加
者
も
増

え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

こ
う
と
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
.

み
な
さ
ん
も
奉
仕
さ
れ
る
方
の
気

持
を
十
分
汲
ん
で
頂
き
、
公
共
物
を

大
切
に
利
用
し
て
く
‘だ
き
る
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

・.
-
J
J

・-・.・.・.・.・.・
.-aet.-.・.・.・.・.・.・

ベ
ス
ト

4
入
り
を
果
た
す

マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
チ
!
ム

N
H
K
杯
争
奪
ソ
フ
ト
大
会

五
月
二
十
一
日
、

二
十
八
日
の
両

日
に
わ
た

っ
て
、
精
鋭
十
七
チ
l
ム

が
参
加
し
行
わ
れ
た

N
H
K杯
争
奪

マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
花
、

本
町
選
手
団
も
出
場
、
一
回
戦
、
二

同
戦
は
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
破
る
破

竹
の
勢
い
、
み

C
と
ベ
ス
ト
4
入
り

を
果
た
し
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
強

敵
山
梨
市
と
対
戦
、
執
織
を
展
回
、

お
し
く
も
敗
れ
は
し
ま
し
た
が
、
今

後
の
練
習
K
よ
り
、
こ
れ
か
ら
先
活

躍
が
楽
し
み
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
で
す
。

こ
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
l
ム
は
、

乙
の
大
会
民
結
成
し
た
ば
か
り
で
練

習
も
思
う
よ
う
に
し
て
お
ら
ず
、
今

後
ク
ラ
ブ
と
し
て
登
録
し
部
員
の
募

集
を
計
っ
て
い
く
と
の
乙
と
で
す
.

史
跡
め
ぐ
り
に
参
加
し
て

河

西

史
跡
め
ぐ
り
に
始
め
て
参
加
し
て
、

そ
れ
も
友
達
陀
誘
わ
れ
て
、
当
日
公

民
館
前
で
パ
ス
K
乗

b
驚
き
ま
し
た
.

そ
れ
は
お
年
寄
り
の
顔
ば
か
り
で

し
た
。
私
は
乙
の
パ
ス
は
老
人
ク
ラ

ブ
の
パ
ス
か
と
思
い
外
記
出
て
確
か

め
ま
し
た
.
こ
の
パ
ス
に
ま
ち
が
い

'Z
い
こ
と
を
確
か
め
二
人
で
席
に
つ

き
ま
し
た
.
九
時
頃
出
発
し
、
車
中

で
は
沢
登
先
生
の
説
明
を
耳
忙
し
な

が
ら

一
睡
局
遠
へ
と
進
み
ま
し
た
.

町

民

。ド

母
知
ら
ず
生
ひ
て
母
の
忌
、
花
の
両

清
水

年

江

花
冷
や
、
厨
は
昼
も
、
灯
さ
れ
て

内
藤
ふ
く
次

花
冷
や
祭
の
祝
詞
の
な
が
な
が
と

井
上
ま
さ
江

事
故
あ
り
し
、
湖
花
冷
の
波
蒼
く

伊
藤
は
る
江

花
冷
え
/
¥
と
雨
を
呑
む

中

沢

静

代

余
自
在
く

清

水

喜

水

音
も
冴
え
ず

満
開
の

花
の
駅

伝
言
板
は

荏
m
や
爪
弾
く
琴
の

薬

袋

志

づ

子

期
待
し
た
桜
は
散
っ
て
い
ま
し
た
が
、

た
く
さ
九
の
桜
の
老
木
に
は
た
だ
驚

く
ば
か
り
で
し
た
。
帰
り
に
は
武
川

村
の
万
休
院
の
舞
鶴
松
を
見
学
、
乙

の
松
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

む
り
、
四
百
年
も
の
あ
い
だ
雨
風
花

耐
え
今
日
比
至
っ
た
そ
の
姿
形
は
、

鶴
が
羽
根
を
ひ
ろ
げ
て
舞
降
り
る
姿

そ
の
も
の
で
し
た
.
松
を
あ
と
に
し

て
昭
和
へ
と
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
が
、

な
年
寄
り
の
元
気
な
こ
と
に
は
驚
き

ま
し
た
.
私
も
と
て
も
有
意
義
な
一

日
企
楽
し
く
過
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
と
.
次
回
に
は
も
っ
と
若
い
人
達

も
多
く
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
に
・
・
・
・
。

句

河

田

好

子

母
の
こ
と

上

田

栄

月

顔
見
え
ぬ
ま
ま
の
講
座
や
花
冷
ゆ
る

河

野

美

子

霊
場
を
音
左
く
ぬ
ら
す
花
の
雨

輿
石
き
あ
代

桃
の
里
富
士
を
浮
べ
て
御
輿
出
ず

桑

原

丑

寅

花
の
冷
わ
け
で
病
後
の
う
す
き
肩

松

岡

満

子

悉
d

か
る
足
音
た
し
か
め
春
灯
け
す

磯

部

信

与

花
の
冷

飾
る
古
雛



(同

今
年
も
県
民
パ
ス
が

発
車
じ
ぎ
す
。

「
県
民
パ
ス
」
は
、
広

くu
県
民
の
み
な
さ
九
花
、

県
の
施
設
め
ぐ
り
を
通

し
て

現
在
県
の
進
め

て
い
る
施
策
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
感
想
や
意

見
を
う
か
が
っ
て
将
来

の
県
づ
ぐ
り
に
役
立
て

よ
争
と
す
る
も
の
で
す
。

十
五
歳
以
上
の
方
左
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

パ
ス
代
は
無
料
で
す
。

り
の
の
の
の
市
ソ
の
の
・
り
の
の
の
の
の
の
の
・

ん
γ

郷
土
研
究
部
員
募
集
中
'メ

ソ

昭
和
町
文
化
協
会
に
新
た
に
設
置

さ
れ
た
郷
土
研
究
部
で
は
、
い
ま
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

郷
土
文
化
財
の
歴
史
な
ど
郷
土
再

者
見
を
お
も
に
、
県
内
文
化
財
見
学

報

県民パスにのって

施設見学してみませんか・・・・

公町来日日百

一
年
ち
い
ち
ば
ん
電

気
が
使
わ
れ
る
の
が
夏

の
』

ω午
後
、
冷
房
が

大
活
躍
す
る
時
電
気
は

ピ
l
ク
を
迎
え
ま
す
。

乙
の
夏
の
ピ

l
ク
に
合

，いわ
せ
発
電
所
を
。つ
く
っ

て
ド
か
な
〈
吃
は
な
り

ま
せ
ん
ば

↓時
、が
消
ぜ

な
い
暮
ら
し
の
電
気
、

ど
を
そ
大
切
に
お
使
い

特
氏
、
九
月
一
日
に
は
昭
和
を
含
た
だ
き
ま
す
ゾ
・
川

む
一
一
町
村
が
対
象
と
し
て
会

記
の

J

涜
話
会
〉

日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
申
し
込
み

J
.
1
'
U
H
↓
勤
セ

q
i

は
八
月
十
一
日
ま
で
で
す
。
ふ
る
っ
程
釦
初
日
子
瀬
ム
寄

て
参
加
く
だ
さ
い

o

p
z

日
程
ロ

u
H
l
ダ
巴

ム

座

持

方

法

ム

収

(ωω
〉
関
和
一
純
一

{
呂
製
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
民

PM
l指
定

撃
来
、
性
別
、
電
罫
審
号
を
記
入
し
、
』

.
i

一
陳
角

E

、

-

戸日

.y

山
梨
県
庁
l
峡
中
県
民
室

(

甲

府

市

白

川

℃
町
四

丸
の
内
一
/
六

1
一
、
直
三
七
・
一
引

〆

一
瞬
鳴

九
二
C
K
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

9

0

、戸
町
前

※
な
お
定
員
は
五
十
名
、
参
加
希
望

ωべ
葺
働

者
が
お
お
い
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

0
一
町
摘

す

。

ま

た

昼

食

は

各

自

持

参

し

て

い

句

ひ
髄
勧

。
の
の
の
の
の
の
の
・

り
の
の
の
の
の
の
。
-

参
加
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

郷
土
の
歴
史
紀
関
心
の
あ
る
方
は

ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
入

部
希
望
の
あ
る
方
は
、
教
育
委
員
会

事
務
局
(
電
話
三
七
三
七
番
)
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
什

く
だ
さ
い
。

16，55 
(愛j山トンネル)0---

ー 敷島農業 竜日T瞬間河東

1720 17θ5 

O 

Jj 
ニj康
古手

主帳
圭火発

'，，" / 一

白イ寸

七
月
一
日
(
士
)

七
月
十
五
日
(
土
)

時
闘
午
前
九
時
J
十
二
時

場
所
中
央
公
民
館
和
室

持
ち
も
の
印
鑑

A
V

訂

正

-

※
五
月
号
広
報
に
て
掲
載
致
し
ま
し

1

;
i

た
各
部
落
の
役
員
さ
ん
の
う
ち
、
築

針
耕
地
新
居
地
区
の
区
一
長
代
理
、
野
沢
昭

式
営
こ
さ
ん
が
掲
載
も
れ
の
為
、
こ
こ
に

株
府
追
加
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
臼

力
甲

ム

'JJ
・4
-

電

"九

※
五
月
号
広
報
花
て
掲
載
致
し
ま
し

1
4
6
.東

?

ムた
不
燃
物
収
集
目
、
「
第
二
金
曜
日

リ
『

，F
r，
九
，
V

(
金
属
類
ア
型
原
、
常
永
地
区
」
は

間

「

第

三

金

曜

日

」

の

誤

り

で

し

た

。

こ
こ
に
訂
正
致
し
ま
す
。
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